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本ガイドについて

BPRにより業務見直しを進めていくためには、あるべき姿を描くバックキャスティング思考での課題

の整理が欠かせません。カレーライスシートは、AsIs/ToBeのフレームワークを参考に、現状に対し

てあるべき姿を先に描くことで、問題点や課題を整理するためのツールです。

■利用のポイントや注意点

・まずは手を動かして書いてみましょう。一回でうまく作るのは難しいので、「理想のラーメン」など簡単な

お題で試してみることをおすすめします。

・最初は、「現状」や「問題」、「課題」に何度も同じことを書いていることに気が付きます。それは、要素

が重複していることを指します。「現状」の項目に「〜が不便」といった「問題」が混ざっているなどがよく

ある事例です。切り分けて整理することを意識してください。
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カレーライス
シートとは
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そもそも AsIs/ToBeフレームワークとは？

・バックキャスティングの思考を訓練できる

・業務改革／DXの前段を整理するツール

・解決策ではなく「目的・ギャップ・課題」を揃えるためのシート
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作成の体制

DXを先導する担当や人材育成を行う担当が働きかけて作成をすることを想定しています。

・個人で整理するのもよし

→まずは自分の頭を整理

・チームで作成するもよし

→目線合わせと合意形成
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チームで作成する場合（進め方の型）

おすすめは、2〜4人のチームで。（だいたいは、自治体の「係」メンバーで）

・進め方A：各自で作成→持ち寄って比較→議論して修正

・進め方B：主担当が叩き台→チームで議論して修正

一番大事なことはチームで議論すること！

コミュニケーションを図り、目線を合わせて理想の姿に向かうことができるかどうか、
カレーライスシートはその議論を強力にサポートしてくれます。
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パワーポイント（スライド）で書くか
エクセル等で入力するか

１つの業務について作成する場合は、パワーポイントなどに記入して

も構いませんが、庁内全体で取り組む場合で、その後の集計も考える

と、添付のエクセルシートのように、「入力するシート」とパワーポ

イントのように「出力するシート」に分けるといいでしょう。

編著者の自治体では、当初、各係にパワーポイントで入力してもらい、

それを編著者がエクセルにまとめる作業をしていましたが、途中でそ

の労力の大きさに気が付き、ノーコード・ローコードツールの

kintoneとPDF出力ができるプリントクリエイターを組み合わせる方

法に切り替えました。
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いきなりの作成が難しいと感じたら・・・
試しに作ってみよう！

編著者の自治体では有志の30人弱のメンバーを7つほどのグループに
分けて、「理想のカレーライスを作る」をテーマにワークショップを
行いました。

全グループ共通の現状のカレーライスを設定し、それに対しての理想
のカレーライスを考えるところからスタートします。

理想のカレーライスに正解はありません。どのような理想のカレーを
描くかによって、その目的や現状のカレーとのギャップ、そして、そ
のギャップを埋めるための課題設定に違いが生まれます。

できあがったものを発表し合うことで、描くものによって全然捉え方
が変わることも実感できます。また、問題と課題の整理の方法につい
ても見えてきますので、短時間のワークで練習をしてから実際の業務
整理に活用しても良いでしょう。

（参考時間配分）

・イントロダクション（5分）

・カレーライスシートの説明と作成方法の説明（10分）

・お題の説明（5分）

・カレーライスシートの作成（20分）

・発表の時間（15分）

・感想・シートの修正の時間（5分）
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カレーライス
シート
そのものの
作成方法

シートの「○○○○」には、業務名を書きます。
ここでは、○○○○を「補助金申請業務」とし、例も交え説明します。
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①現在の姿

課題があると感じた業務の現状を

「現在の○○○○」に描きます。

現状については、自分たち目線のほか、サービ

ス利用者がいる業務であればその利用者にとっ

ての現状も記載します。

例）現在の「補助金申請業務」

・ホームページ上に様式を添付している。申請者がダウンロード。

・役場まで来庁し、申請書を提出する手続きをする。（紙申請）

・手続きを受理し、決裁。申請書の内容をエクセル（や専用システ
ム）に転記する。

・申請内容が認められると、決定通知を作成し送付。

・事業終了後は、精算のために来庁して手続き・・・
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②理想の姿

次にあるべき姿を「理想の○○○○」に記載します。

ここでも①で記載した対象者ごとに整理してもよい

です。少し未来の姿でも構いません。

注意するのは、①で「紙申請」をしている→②ある

べき姿は「ペーパーレスにする」としてしまうと、

これは単なる裏返しです。そうではなく、例えば

「役場に来なくても申請ができる」といった解像度

を高めたあるべき姿を描くことがポイントです。解

像度を高めるためにも、①の段階で誰にとっての現

状なのかをきちんと洗い出すことがポイントです。

例）理想の「補助金申請業務」

・申請者にとって）
補助金の存在を簡単に把握できる。

役場に来なくても申請ができる。

・役場にとって）
バックヤードの処理よりも内容にフォ
ーカスできる。
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③目的

次になぜその理想の姿にしたいのか、そうした

い目的を記載します。

大体の案件が住民の利便性を高めるためや業務

の効率化のためという目的になりがちですが、

もう少しその案件特有の目的を考えてみてくだ

さい。

例）理想の「補助金申請業務」にしたい目的

・補助金は手段であり、申請者の対象事業に集

中してもらい、最大限の成果を出してもらうこ

とが目的であるから、手続きをいかに楽にする

かということが重要である。

・役場としては、利用者の把握と利用者に寄り

添う時間の創出のため。また、補助金による事

業成果を最大化するため。
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④問題

①の現状と②のあるべき姿の間にあるギャップとな

っている「事実」を書きます。「紙申請」の現状を

「役場に来なくても申請ができる」というあるべき

姿にするための事実としてあるギャップを書きます。

右の例のように、あるべき姿に照らして、できてい

ない部分を事実として書きます。マイナスの部分だ

けでなく、現状の良い部分を書いても構いません。

特に利用者にとって良い部分は残しておき、改革後

にその良さを失わないことにもつながります。

例）理想の「補助金申請業務」にする上での問題点

・紙の様式であり、役場の窓口かホームページからダウンロードでし

か取得できない。

・ホームページからダウンロードしても印刷する必要がある。

・紙なので郵送か役場に来るしか提出できない。

・紙で申請を受け付けたものを、エクセルやシステムに手入力をして

いてミスが起きている。

・その場で決定できないので、いったん帰ってもらっている。

・紙の決裁に時間がかかっている。

・添付書類などを忘れてこられると、再度来庁してもらっている。

・自分が対象者であることに気が付かず、利用していない人がいる。

・手続きが面倒であるがために申請していない人がいる

・役場は対象者との接点が持てていない。
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⑤課題

④で記載した問題を解決するために検討しなけ

ればならないことを項目として書きます。

これが「課題」です。カレーライスシートでは

３つに絞っていて、これが理想的な数ですが、

それよりも多くの課題がある場合は、任意で枠

を増やしてもかまいません。

④の例に対応するように記載すると、右のよう

になります。

例）理想の「補助金申請業務」にする上での課題

・役場窓口以外での手続方法の検討

・手入力をしない方法の検討

・決裁を速やかに実行する方法の検討

・事前周知などの工夫の検討

・補助対象業務の広報の工夫の検討
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例）のとおりに
記入すると・・・
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⑥解決策 あれ？解決策は書かないの？
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カレーライスシートには「解決策」は出てきません。

解決策については、別途整理を進めます。編著者の

自治体の場合は、カレーライスシートの内容を落と

し込んだ理想の業務フロー図を描き、必要なデジタ

ル活用を進めるといった流れで解決を図っています。

右の例のとおり新たな視点が加わることに気がつく

のではないでしょうか。これこそが「DX」。X（変

革）を整理したうえで、D（デジタル）をしっかり

活用していくDXにつながります。

例）理想の「補助金申請業務」の解決策

カレーライスシートにまとめる以前に抱いていた解決策
とシート整理後に考える解決策に変化は生まれませんで
しょうか？
おそらく当初は「この業務をフォームを作るツールを使
ってオンライン申請にしよう」というぐらいの解像度だ
ったと思いますが、シートの整理後は、「申請をしても
らうためにどうやって周知を工夫しようか」「申請もら
ったあとにどうやって申請者と関わると成果が出しやす
いかな」など、新しい視点が加わることに気がつくはず
です。



理想のカレーライス
づくりに例えた

AsIs/ToBeフレームワ
ーク習得研修

ヒアリング①
日頃の課題についての
ヒアリング、内容文字

起こし

担当部署によるカレー
ライスシート作成
まずは担当自ら書いて

みる

ヒアリング②
担当部署作成のシート
をもとにヒアリングし

微調整

カレーライスシート
完成！

解決への取組
完成シートをもとに
解決への取組、
進捗把握を進める

自治体での活用事例

編著者の自治体では、前段としてケーススタディ「みんなが自分ごと化。１係１DXの取り組み」
としてまとめていますが、全庁的に1係は1つDXしようという1係1DXの取り組みにおいて活用して
います。その手順についてご紹介します。
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